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天狗説話の展開――「愛宕」と「是害房」







































 2 知切光歳『天狗考 上』濤書房、1973 年；『天狗の研究』大陸書房、1975 年、再刊・原書房；
『図衆天狗列伝』二巻、岩政企画、1977 年。

























い 6。また頼長による天皇呪詛の噂は『古事談』巻 5 ノ 22 にもあり、そこでは「愛
太子給明神」に呪詛したとされる。「愛





 4 『増補史料大成 台記』臨川書店、1965 年。
























　そのほか、時代は下るが、『蔭凉軒日録』寛正 6 年（1465）3 月 4 日条や、『九条
家経世記録』所収「後慈眼院随筆」明応 10 年（1501）正月記事などに、天候や運
数を決める神格としての「天公」が用いられる。変わったところでは『大徳寺文書』
内、寛永 12 年（1635）10 月 10 日「京都所司代板倉重宗達書　吉利支丹ころひ申
しゆらめんとの事」において、
上ニハ天公・てうす・さんたまりやをはしめたてまつり、…… 10（下線、引用者）
 7 板垣知子「愛宕山の歴史 天狗と地蔵の山」八木透監修・鵜飼均編『愛宕山と愛宕参り』京
都愛宕研究会、2003 年。
 8 小山田与清『松屋日記』国書刊行会、1908 年。
 9 渡辺照宏・宮坂宥勝校注『日本古典文学大系 三教指帰・性霊集』岩波書店、1965 年。









　一方、愛宕山という土地は、『今昔物語集』巻 20 第 13 話「愛宕山聖人、被謀野
猪語」に修行者が「野猪」にたぶらかされたとあるような、都から離れた異界でも


















　「月旧記」 は、 現在散佚している年中行事書で、 書名のみ偽作された架空の書とも
されているが 14、 少なくとも 10世紀半ばには本文が流通していたらしい。 同じ記事は 
『源氏物語』 の注釈書である 『河海抄』 巻 20や、 『陰陽雑書』 などにも引かれる。仏法
 11 『訓注明月記』松江：今井書店、2002 年。




 14 林眞木雄「『本朝月令』所引の月舊記について」『國學院雑誌』99・1（1998 年 1 月）。
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　その時、 「京ニ有ケル下衆」 が北山へ木を伐りに行って、 湯屋で老法師が湯浴みを
しているのを見た。しかし、 その湯屋はひどく臭く、 恐ろしく思われたので、 すぐに
帰った。のちに、 天狗が人に取り憑いて語ったことを聞き伝え、 思い合わせて語った
ことである。天狗が人に取り憑いて語ったことを聞き伝えて語り伝えるのだという。





































 17 拙稿「説話集と怪異」東アジア恠異学会編『怪異学入門』岩田書院、2012 年、65－77 頁。







































 19 拙稿「『是害房絵』の基本的構成」『文化学年報』60（2011 年）、101－120 頁など。

















　このほか、『建内記』嘉吉元年（1441）4 月 28 日条、『看聞日記』嘉吉 3年（1443）























































































文学と隣接諸学 8 中世の寺社縁起と参詣』竹林舎、2013 年、11－49 頁。
 25 『天狗草紙（七天狗絵）』に関する最新の成果は、土屋貴裕「﹁天狗草紙﹂の復元的考察」『美








































 29 拙稿「『是害房絵』の成立」『同志社国文学』76（2012 年）、25－36 頁。

























ちにこの話は『古今著聞集』巻 17「変化」篇 611 話にも収められ、同じく天狗説
話として語られている 34。





 33 『訓注明月記』松江：今井書店、2002 年をもとに要約。
 34 『古今著聞集』は仁治年間のこととする。小峯和明氏は、仁治 3 年（1242）7 月 8 日に、配流
先の隠岐で没した後鳥羽院に諡号が贈られたことに着目し、仁治をその怨霊が跋扈した時代
として都人に記憶される年号だった」とし、「この天狗話も後鳥羽院の怨霊が荒れた例証」
とする。小峯「妖怪の博物学」『国文学』41・4（1996 年 3 月）を参照。



































 35 播磨光寿「謡曲﹁善界﹂小考?今昔物語集との関渉?」『古典遺産』22（1971 年）。
 36 小林健二「天狗説話の視覚的展開?『是害房絵』と能『善界』?」『平安文学と隣接諸学 10　
王朝文学と物語絵』竹林舎、2010 年、449－470 頁。






























 38 小山弘志・佐藤健一郎校注『新編日本古典文学全集 59 謡曲集 2』小学館、1997 年。
 39 小田幸子「﹁善界﹂演出の歴史」『観世』55・12（1988 年 12 月）。

































るよし承り候ふ間、 急ぎ日本に渡り、 仏法をも妨げばやと存じ候。（下線、 引用者）
 42 天野文雄「謡曲『善界』の本地」『観世』1977 年 5 月、3－10 頁。
 43 石川透「『是害坊絵』と『善界』」『室町物語と古注釈』三弥井書店、2002 年、455－461 頁。
 44 『室町物語大成八』角川書店、1977 年、208－222 頁の本文に、私に漢字を宛てて表記した。


















































































































 46 阿部泰郎「天狗? 〝魔〟の精神史」『国文学』44・8（1999 年 7 月）、61－67 頁。
 47 伊藤聡「第六天魔王説の成立?特に『中臣祓訓解』の所説を中心として」『日本文学』44・7（1995
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勉誠出版、2012 年、242－261 頁。
